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は
じ
め
に

本
稿
は
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
下
田
歌
子
自
筆
日
記
に
つ
い
て

の
調
査
報
告
で
あ
る
。
今
回
は
明
治
二
十
四
年
（
下
田
歌
子
関
係
資
料 

出

納
番
号
三
三 

以
下
下
田
資
料
）
一
月
か
ら
十
二
月
の
う
ち
七
月
か
ら
十
二

月
ま
で
を
取
り
上
げ
る
。
当
該
期
間
の
概
要
を
一
覧
で
示
し
、
主
要
な
出
来

事
に
つ
い
て
の
解
説
を
加
え
る
。
日
記
の
状
態
は
前
回
の
調
査
報
告
で
示
し

た
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
二
十
四
年
後
半
で
特
筆
す
べ
き
事
柄
と
し
て
、
十
月
二
十
八
日
に

発
生
し
た
濃
尾
震
災
が
挙
げ
ら
れ
る
。
震
災
に
対
す
る
下
田
歌
子
（
以
下
下

田
）お
よ
び
華
族
女
学
校
の
行
動
を
日
記
等
か
ら
探
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
以
下
文
中
引
用
文
、
参
考
文
献
等
に
つ
い
て
は
、
読
み
易
さ
を
考

慮
し
、
筆
者
の
判
断
で
一
部
旧
字
体
を
新
字
体
に
直
し
て
表
記
し
た
。

１
．
明
治
二
十
四
年
七
月
か
ら
十
二
月
の
概
要

下
田
の
日
記
の
記
述
を
も
と
に
、
明
治
二
十
四
年
七
月
か
ら
十
二
月
の
動

向
を
一
覧
に
し
た
。

日
記
に
は
記
載
が
な
い
が
下
田
に
関
係
し
て
い
る
事
項
、
お
よ
び
補
足
説

明
は（ 

）で
示
し
た
。

1

2

月

日

主
要
事
項

七

一

五
日
頃
ま
で
体
調
不
良
が
続
く
（
六
月
二
十
八
日
に
腸
胃
か
た
る

発
症
）
が
、
校
務
多
忙
の
た
め
押
し
て
出
校

十

品
川
（
弥
二
郎
内
務
）
大
臣
を
訪
う

十
一

芝
離
宮
に
皇
后
の
ご
機
嫌
伺
い
に
行
く

十
八

（
華
族
）
女
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

愛
甲 

晴
美

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵 

下
田
歌
子
自
筆
日
記
に
つ
い
て（
五
）

明
治
二
十
四
年
後
半
の
概
要

調
査
報
告
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六
月
二
十
八
日
の
記
述
に
「
腸
胃
か
た
る
に
て
吐
瀉
」
と
あ
り
、
七
月
に

入
っ
て
も
体
調
不
良
が
続
い
た
。
一
日
か
ら
は
校
務
が
多
忙
な
た
め
、
出
校

月

日

主
要
事
項

十
九

大
方
の
塾
生
が
帰
省
す
る

二
十
三
鈴
木
氏
来
訪
、
仏
語
稽
古
す
る

二
十
九
前
田
氏
へ
（
仏
語
）
稽
古
に
行
く

八

一

宮
様
、
大
臣
等
へ
暑
中
（
見
舞
い
）
に
行
き
、
竹
添
氏
へ
立
ち
寄

り
、
婚
姻
の
仕
度
な
ど
見
繕
う

七

（
竹
添
）
す
ま
子
の
婚
儀
に
参
列
す
る

十
一

十
一
～
十
七
日
記
載
な
し

九

九

高
野
へ
、
体
操
の
（
為
か
？
）
下
見
分
に
行
く

十
七

夜
旧
暦
の
望
月
を
賞
し
て
、
塾
生
と
歌
会
を
催
す

十

二

体
調
不
良
で
平
臥
（
五
日
頃
ま
で
不
調
が
続
く
）

六

高
崎
男
の
結
婚
の
悦
び
に
行
く

十

常
宮
（
昌
子
内
親
王
）
（
高
輪
御
殿
）
で
琵
琶
の
催
し
、
晩
餐
を

賜
う

十
四

自
宅
講
義
　
三
島
氏
（
邸
）
へ
婚
姻
礼
式
の
事
で
行
く

十
六

三
島
氏
（
邸
）
で
一
泊
す
る

十
七

神
嘗
祭

十
九

本
日
よ
り
体
格
試
験
（
二
十
九
日
ま
で
）

二
十
三
近
衛
（
篤
麿
）
夫
人
、
佐
野(

安
）
母
御
を
弔
う

二
十
四
（
堀
江
）
よ
し
子
と
勧
工
場
に
行
き
、
十
一
月
一
日
の
父
（
鍒

蔵
）
の
誕
生
日
に
塾
生
に
出
す
福
引
（
の
品
）
を
買
い
に
行
く

二
十
五
三
島
彌
太
郎
氏
帰
京
に
つ
き
、
夜
三
島
邸
を
訪
問

月

日

主
要
事
項

二
十
八
（
濃
尾
震
災
発
生
）

二
十
九
前
日
の
地
震
で
美
濃
、
尾
張
大
変
の
よ
し
、
し
る
べ
の
人
へ
書
状

を
出
す

三
十
一
午
後
よ
り
、
塾
生
と
団
子
坂
の
菊
見
に
行
く

十
一
一

父
の
誕
生
日
を
祝
い
、
塾
生
へ
福
引
を
出
す

三

天
長
節
　
祝
宴
を
開
く

八

赤
十
字
社
へ
秋
月
氏
の
見
舞
い
に
行
く
が
既
に
退
院
　
塾
に
て
岐

阜
震
災
地
へ
義
捐
す
べ
き
は
う
た
い
（
繃
帯
）
を
一
日
よ
り
作
る

十
二

塾
生
と
震
災
慈
善
会
へ
行
く

十
三

第
六
週
開
校
紀
念
式
を
挙
げ
る

十
六

高
野
宅
へ
、
体
操
の
事
で
訪
問
、
夜
塾
生
た
ち
と
、
川
嶌
へ
各
種

の
織
物
を
見
に
行
く

十
七

皇
后
の
御
供
で
吹
上
（
御
所
）
の
御
菊
観
に
行
く

二
十
三
新
嘗
祭
休
校

二
十
六
夜
、
サ
ラ
ザ
ン
氏
の
ソ
ワ
レ
ー
に
行
く

十
二
八

従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
夜
塾
生
と
叙
（
勲
）
の
祝
い
を
す
る

十
二

夕
六
時
過
ぎ
、
枢
密
院
官
舎
焼
失

十
七

閑
院
宮
へ
（
御
祝
）
に
行
く

十
八

多
忙
の
た
め
年
末
ま
で
日
記
を
廃
す
（
以
降
記
載
な
し
）
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し
て
い
る
も
の
の
、
五
日
ま
で
「
平
臥
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
。
五
日
、
九

日
に
は
三
島（
通
良
）医
師
が
来
診
し
て
い
る
。

十
三
日
、
十
四
日
は
入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
。

十
八
日
は
華
族
女
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
学
校
は
夏

季
休
業
に
入
り
、
翌
十
九
日
に
は
、
塾
生
の
ほ
と
ん
ど
が
帰
省
し
た
と
あ
る

が
、
七
名
の
塾
生
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
下
田
は
夏
季
休
業
中
も
出
校

し
学
務
に
追
わ
れ
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

八
月
一
日
は「
所
々
宮
様
、
大
臣
等
へ
暑
中
に
ゆ
き
、
竹
添
氏
へ
立
よ
り
、

婚
姻
の
仕
度
な
ど
み
つ
く
ろ
ひ
て
」
と
あ
る
。
暑
中
見
舞
い
に
回
っ
た
後
立

ち
寄
っ
て
い
る
竹
添
氏
は
、
華
族
女
学
校
生
徒
の
竹
添
須
磨
子
の
自
宅
で
あ

ろ
う
。
竹
添
須
磨
子
は
下
田
が
明
治
十
五
年
に
創
設
し
た
桃
夭
学
校
（
下
田

学
校
か
ら
改
名
）か
ら
の
教
え
子
で
あ
り
、
肥
後
国（
熊
本
県
）出
身
の
外
交

官
、
漢
学
者
で
あ
っ
た
竹
添
進
一
郎
の
次
女
で
あ
る
。
下
田
の
古
い
教
え
子

の
中
で
も
、
後
年
下
田
死
去
の
際
、
護
国
寺
の
墓
所
の
遺
骨
の
周
囲
に
配
さ

れ
た
十
二
神
将
の
陶
像
を
、
同
じ
く
教
え
子
で
同
級
生
で
あ
っ
た
近
衛
貞
子

と
と
も
に
寄
進
す
る
ほ
ど
、
下
田
へ
の
敬
慕
を
持
ち
続
け
た
人
物
で
あ
る
。

須
磨
子
は
、
講
道
館
柔
道
の
創
始
者
で
日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
参
加
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
も
貢
献
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
嘉
納
治
五
郎
と
結
婚

す
る
。
一
日
の
記
述
は
そ
の
婚
礼
の
た
め
の
仕
度
で
あ
っ
た
。

嘉
納
治
五
郎
は
万
延
元
年
生
ま
れ
で
、
摂
津
国
御
影
の
酒
造
・
廻
船
を
手

掛
け
た
名
家
の
出
身
で
あ
り
、
下
田
の
弟
鍗
蔵
と
同
年
で
あ
っ
た
。
下
田
資

料
は
、
明
治
二
十
四
年
七
月
八
日
付
の
下
田
歌
子
宛
嘉
納
治
五
郎
書
簡
を
所

蔵
す
る（
下
田
資
料 

二
〇
四
七
）。

3

書
簡
に
は
、「
兼
而
御
配
慮
願
上
候
一
条 

木
下
御
夫
婦
に
頼
む
事
に
決

し 

既
に
承
諾
も
得
候
間
御
安
神
願
上
度
候
」
と
あ
り
、
こ
の
一
条
と
は
媒

酌
人
に
関
す
る
こ
と
で
、
下
田
が
心
を
く
だ
い
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
木

下
夫
妻
と
は
、
竹
添
進
一
郎
が
師
事
し
た
熊
本
藩
の
漢
学
者
木
下
犀
潭
の
次

男
、
木
下
広
次
第
一
高
等
中
学
校
長
（
後
に
京
都
帝
国
大
学
総
長
）
夫
妻
の

こ
と
で
、
両
家
と
親
交
が
深
か
っ
た
。
嘉
納
は
明
治
二
十
四
年
一
月
に
欧
州

諸
国
歴
訪
か
ら
帰
国
し
、
し
ば
ら
く
次
姉
柳
勝
子
の
家
に
寄
寓
し
て
い
た
。

書
簡
で
は
結
納
が
七
月
九
日
に
決
ま
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
婚
儀
に
出
席
し

て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て
い
る
。

日
記
で
結
婚
に
関
す
る
記
述
は
、
明
治
二
十
四
年
六
月
九
日
、
二
十
一
日

に
「
縁
談
」
と
あ
り
、
そ
の
後
も
竹
添
氏
、
同
夫
人
、
須
磨
子
、
嘉
納
治
五

郎
と
行
き
来
し
て
相
談
に
応
じ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

八
月
七
日
の
記
述
に
は
「
午
後
二
時
過
よ
り
竹
添
氏
へ
ゆ
き
、
か
納
氏
へ

ゆ
き
て
、
す
ま
子
の
婚
儀
に
列
す
」と
あ
る
。
婚
儀
は
柳
家
で
行
わ
れ
た
。

結
婚
後
ま
も
な
く
、
嘉
納
は
第
五
高
等
中
学
校
長
に
任
じ
ら
れ
熊
本
へ
単

身
赴
任
と
な
る
が
、
須
磨
子
は
そ
の
ま
ま
東
京
に
と
ど
ま
り
、
華
族
女
学
校

に
通
学
を
続
け
、
明
治
二
十
五
年
に
卒
業
し
て
い
る
。

八
月
十
日
に
「
来
客
等
に
て
日
記
を
廃
す
」
と
あ
り
、
同
十
七
日
ま
で
は

記
載
が
な
い
。

八
月
下
旬
か
ら
は
、
九
月
の
新
学
期
に
向
け
て
帰
塾
す
る
塾
生
を
書
き
と

め
て
い
る
。

十
月
十
四
日
は
出
校
し
、
午
後
二
時
帰
宅
し
、
自
宅
で
講
義
し
た
後
、
午

後
五
時
に
「
婚
姻
礼
式
の
事
に
て
」
三
島
（
故
通
庸
）
宅
を
訪
れ
た
。
明
治

4

5
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二
十
一
年
十
月
二
十
三
日
に
死
去
し
た
警
視
総
監
三
島
通
庸
は
、
娘
た
ち
を

華
族
女
学
校
に
入
学
さ
せ
て
お
り
深
い
親
交
が
あ
っ
た
。
実
際
の
執
筆
者
は

物
集
高
見
と
さ
れ
て
い
る
が
、
三
島
の
著
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
国
の
す

が
た
』
の
出
版
・
普
及
に
熱
意
を
示
し
、
奔
走
し
た
の
は
下
田
で
、
出
版
名

義
人
が
下
田
の
弟
平
尾
鍗
蔵
で
あ
る
こ
と
も
、
下
田
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
一
例
と
い
え
よ
う
。

三
島
の
死
後
も
夫
人
、
娘
、
息
子
た
ち
と
は
親
密
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ

と
が
、
三
島
家
の
人
々
と
の
書
簡
の
や
り
取
り
や
、
訪
問
来
訪
の
頻
繁
さ
だ

け
で
な
く
、
三
島
の
大
磯
別
邸
へ
の
宿
泊
、
憲
法
発
布
式
出
席
に
あ
た
っ
て

和
歌
子
夫
人
の
服
を
借
用
す
る
な
ど
個
々
の
事
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

十
四
日
の
婚
姻
礼
式
は
長
女
園
子
の
結
婚
に
関
す
る
こ
と
で
、
園
子
は
明

治
二
十
二
年
卒
業
後
、
同
二
十
三
、四
年
は
専
修
科
に
在
籍
し
て
い
る
。
外

交
官
と
な
る
秋
月
左
都
夫
と
結
婚
す
る
が
、
秋
月
は
結
婚
に
関
し
て
、
下

田
に
た
び
た
び
書
簡
を
送
っ
て
相
談
し
て
い
る
（
下
田
資
料 
二
〇
四
八
～

二
〇
五
二
）。

こ
の
縁
談
は
三
島
通
庸
の
次
女
峰
子
の
夫
で
秋
月
の
友
人
で
あ
っ
た
、
牧

野
伸
顕
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。

そ
の
間
の
事
情
は
『
秋
月
左
都
夫 

そ
の
生
涯
と
文
藻
』
に
詳
し
い
。「
秋

月
の
人
物
に
惚
れ
た
牧
野
が
、
自
分
の
友
人
で
、
ベ
ル
ギ
ー
に
在
っ
て
秋
月

の
友
人
で
も
あ
る
、
松
方
正
作
（
松
方
正
義
の
三
男
）
に
渡
り
を
つ
け
て
、

松
方
か
ら
秋
月
に
義
姉
を
推
挙
さ
し
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
秋
月
は
高
鍋

藩
家
老
秋
月
種
節
の
三
男
で
、
司
法
省
法
学
校
を
卒
業
し
司
法
省
に
入
庁
、

そ
の
後
外
務
省
に
移
り
、
ベ
ル
ギ
ー
に
官
費
留
学
し
て
い
た
。
前
掲
書
に
、

6

明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
九
日
付
の
松
方
か
ら
牧
野
へ
宛
て
た
書
簡
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
秋
月
が
三
島
家
に
対
し
て
、
結
婚
に
際
し
て
の
条
件
や
自
身

の
身
上
を
松
方
に
伝
え
た
こ
の
内
容
が
要
因
と
な
り
、
縁
談
が
長
引
い
た
よ

う
で
あ
る
。
明
治
二
十
四
年
八
月
以
降
の
下
田
へ
の
書
簡
に
は
、
松
方
へ
の

書
簡
の
内
容
に
呼
応
す
る
形
で
、
秋
月
の
伝
え
た
条
件
な
ど
に
対
し
て
周
囲

の
関
係
者
か
ら
問
い
た
だ
さ
れ
て
い
る
窮
状
を
事
細
か
く
下
田
に
書
き
送
っ

て
い
る
。
縁
談
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
下
田
が
、
懇
意
で
あ
っ
た
三
島

和
歌
子
夫
人
と
の
交
渉
役
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
秋
月
の
書
簡
か
ら

読
み
取
れ
る
。
下
田
へ
の
信
頼
も
厚
く
、
先
行
き
の
判
断
を
任
せ
る
と
い
っ

た
内
容
も
記
さ
れ
て
い
る
。

日
記
の
九
月
二
日
に
下
田
が
秋
月
を
訪
問
し
た
と
あ
り
、
秋
月
の
翌
三
日

の
書
簡
か
ら
、
縁
談
が
下
田
の
尽
力
で
ま
と
ま
っ
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
て

い
る
。
こ
の
書
簡
か
ら
、
秋
月
が
郷
里
の
母
（
義
母
）、
兄
に
上
京
す
る
よ

う
電
信
を
送
り
、
遅
く
と
も
十
月
十
日
頃
ま
で
に
は
上
京
で
き
る
の
で
、
十

月
二
十
三
日
に
死
去
し
た
三
島
通
庸
の
法
要
の
前
に
婚
儀
を
行
い
た
い
と
い

う
三
島
家
の
意
向
に
沿
え
る
で
あ
ろ
う
と
も
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
秋
月

の
母
は
上
京
後
ほ
ど
な
く
発
病
し
、
十
一
月
六
日
に
亡
く
な
る
と
い
う
不
幸

に
見
舞
わ
れ
た
。
後
述
す
る
十
一
月
八
日
、
十
四
日
の
日
記
も
、
秋
月
へ
の

見
舞
い
、
弔
問
の
記
述
が
見
ら
れ
、
書
簡
の
内
容
と
合
致
す
る
。

そ
の
よ
う
な
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
婚
儀
は
同
年
十
二
月
三
十
日

に
執
り
行
わ
れ
た
。
三
十
日
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
婚
儀
に
出
席
す
る
旨
を
伝

え
た
下
田
と
堀
江
義
子
連
名
の
前
日
二
十
九
日
付
の
書
簡
に
よ
っ
て
裏
付
け

ら
れ
る
。
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竹
添
須
磨
子
、
三
島
園
子
に
対
す
る
対
応
は
、
縁
談
を
ま
と
め
る
世
話
役

と
し
て
細
や
か
な
心
遣
い
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
書
簡
な
ど
か
ら
知
れ

る
。
こ
の
例
に
洩
れ
ず
、
教
え
子
や
保
護
者
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
特
に

教
え
子
た
ち
の
人
生
に
お
い
て
の
節
目
で
あ
る
結
婚
、
出
産
か
ら
葬
儀
に
至

る
ま
で
、
そ
の
都
度
心
を
く
だ
い
て
い
た
様
子
を
日
記
か
ら
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
下
田
の
面
倒
見
の
よ
さ
が
、
後
々
ま
で
多
く
の

教
え
子
に
慕
わ
れ
続
け
た
要
因
で
も
あ
ろ
う
。

十
月
二
十
日
、
近
衛
篤
麿
夫
人
衍
子
が
死
去
し
た
。
衍
子
は
旧
加
賀
藩
主

前
田
慶
寧
の
五
女
で
、歌
子
は
同
二
十
三
日
に
夫
人
を
弔
い
に
行
っ
て
い
る
。

息
子
の
文
麿
出
産
か
ら
一
週
間
あ
ま
り
で
の
死
去
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
衍
子

の
妹
貞
子
が
後
妻
と
な
り
、
文
麿
を
養
育
し
た
。
前
述
の
嘉
納
須
磨
子
と
と

も
に
、
下
田
の
墓
所
に
十
二
神
将
陶
像
を
供
え
た
の
が
こ
の
貞
子
で
あ
る
。

同
二
十
四
日
は
学
校
退
出
後
、
父
鍒
蔵
の
誕
生
日
祝
い
の
際
の
福
引
に
使

う
景
品
を
買
う
た
め
、
堀
江
よ
し
子
と
勧
工
場
へ
行
っ
た
。
勧
工
場
は
今
で

い
う
と
こ
ろ
の
デ
パ
ー
ト
で
あ
る
。
福
引
の
品
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

か
は
不
明
だ
が
、
日
記
に
は
、「
こ
れ
は
余
が
見
立
ざ
れ
バ
、
父
君
の
満
足

し
給
ハ
ざ
れ
ば
な
り
」
と
わ
ざ
わ
ざ
書
き
残
し
て
い
る
。
父
が
喜
ぶ
よ
う
心

を
く
だ
く
娘
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
。

同
二
十
八
日
早
朝
、
岐
阜
県
本
巣
郡
西
根
尾
村
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が

発
生
し
た
。
濃
尾（
大
）震
災
と
も
呼
ば
れ
る
、
日
本
史
上
で
も
最
大
規
模
の

直
下
型
地
震
で
あ
っ
た
。
こ
の
震
災
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

同
三
十
一
日
は
午
後
塾
生
と
「
団
子
坂
の
菊
見
」
に
行
っ
て
い
る
。
明
治

二
十
二
年
の
日
記
に
も
塾
生
を
連
れ
て
団
子
坂
の
菊
人
形
館
に
行
っ
た
と
あ

る
。
団
子
坂
の
菊
人
形
は
大
変
人
気
を
博
し
た
秋
の
風
物
詩
で
、
文
化
年
間

頃
、
染
井
・
巣
鴨
な
ど
に
始
ま
る
菊
細
工
の
流
行
か
ら
始
ま
り
、
明
治
初
期

に
そ
の
中
心
が
団
子
坂
（
文
京
区
千
駄
木
二
・
三
丁
目
間
）
へ
と
移
る
。
明
治

九
年
か
ら
木
戸
銭
を
と
る
正
式
な
興
行
と
な
り
、
明
治
二
十
年
か
ら
三
十
年

代
が
黄
金
期
で
あ
っ
た
。
興
行
は
明
治
四
十
四
年
ま
で
続
い
た
。

十
一
月
一
日
は
父
鍒
蔵
の
誕
生
日
（
壬
申
戸
籍
は
十
一
月
一
日
、
平
尾
家

過
去
帳
に
は
四
月
と
あ
る
）
で
、
夜
誕
生
日
を
祝
っ
て
、
塾
生
に
福
引
を
出

し
た
。
現
存
す
る
日
記
で
鍒
蔵
の
誕
生
日
に
触
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
明
治

二
十
四
年
の
み
で
あ
る
。

同
十
三
日
は
第
六
週
開
校
紀
念
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

同
十
六
日
夜
、
塾
生
を
連
れ
て
「
川
嶌
へ
各
種
の
織
物
見
に
ゆ
く
」
と
あ

る
。
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
創
業
で
京
都
西
陣
織
の
老
舗
と
し
て
知
ら

れ
る
川
島
織
物
は
、
明
治
二
十
四
年
二
月
に
京
橋
鎗
屋
町
（
現
在
の
銀
座
四

丁
目
付
近
）に「
上
田
屋
帯
地
店
」の
名
で
出
店
し
て
い
た
こ
と
を
、
川
島
織

物
文
化
館
館
長
辻
本
憲
志
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
明
治
三
十
九
年
の

電
話
番
号
簿
に
は
「
上
田
屋 

織
物
店 

京
橋
、
槍
屋
一
五
」
と
あ
り
、
大

正
六
年
の
職
業
別
電
話
名
簿
に
は
同
住
所
で
前
述
の
店
名
に
続
い
て
川
島

織
物
当
主
「
川
島
甚
兵
衛
」
の
名
が
見
え
る
。
電
話
帳
記
載
の
織
物
店
に
は
、

ほ
か
に
該
当
す
る
店
が
見
当
た
ら
ず
、
日
記
の
「
川
嶌
」
は
川
島
織
物
の
こ

と
と
推
測
さ
れ
、
塾
生
と
訪
れ
た
の
は
こ
の
店
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

同
十
七
日
に
は
皇
后
に
お
供
し
て
吹
上
御
所
の
菊
見
を
し
て
い
る
。

十
二
月
八
日
、
下
田
は
従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
夜
、
塾
生
と
と
も
に
叙

勲
を
祝
っ
た
と
あ
る
。

7

8

9
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同
十
二
日
、
枢
密
院
官
舎
で
火
災
が
発
生
し
た
。
官
報
に
よ
れ
ば
、
午
後

七
時
四
十
分
に
麹
町
区
永
田
町
一
丁
目
二
番
地
の
枢
密
院
官
舎
よ
り
出
火

し
、
一
棟
が
半
焼
し
た
。
原
因
は
二
階
を
修
繕
し
て
焚
火
で
天
井
を
乾
か
し

て
い
た
残
り
火
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
明
治
天
皇
紀
』の
同
日
の
記
録
に

も
、「
樞
密
院
議
長
事
務
所
過
ま
ち
て
火
を
失
す
、
會
議
筆
記
其
の
他
書
類

多
く
焼
失
す
」
と
記
さ
れ
る
。
下
田
の
住
む
華
族
女
学
校
官
舎
は
永
田
町
一

丁
目
六
番
地
で
、
火
災
現
場
は
す
ぐ
近
く
で
あ
る
。
日
記
に
は
、「
枢
密
院

官
舎
焼
失
、
宮
内
省
及
び
宮
様
方
其
他
各
所
よ
り
御
見
ま
ひ
来
る
」と
あ
り
、

あ
わ
た
だ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

同
十
七
日
「
閑
院
宮
へ
御
祝
に
行
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
閑
院
宮
載
仁

親
王
と
三
条
実
美
の
次
女
智
恵
子
の
結
婚
は
十
九
日
で
、
そ
の
御
祝
で
あ

ろ
う
。

同
十
八
日
を
最
後
に
以
降
日
記
の
記
述
は
な
い
。「
非
常
に
多
忙
な
れ
ば
」

と
理
由
も
記
さ
れ
て
い
る
。

２
．
濃
尾
震
災
へ
の
下
田
お
よ
び
華
族
女
学
校
の
対
応

十
月
二
十
八
日
の
地
震
の
被
害
は
甚
大
で
、
美
濃
・
尾
張
地
域
で
の
被
害

は
死
者
約
七
千
人
、
負
傷
者
約
一
万
七
千
人
、
家
屋
全
壊
約
十
三
万
八
千
棟

に
も
及
ん
だ
。
朝
食
の
時
間
帯
で
も
あ
っ
た
た
め
、
火
災
も
多
く
発
生
し
て

い
る
。
現
在
の
岐
阜
県
・
愛
知
県
・
福
井
県
を
中
心
と
し
て
地
震
は
広
範
囲

に
波
及
し
、
近
隣
各
地
に
も
被
害
が
拡
大
し
た
。
同
日
東
京
で
も
地
震
が
観

測
さ
れ
た
こ
と
が『
東
京
市
史
稿
』で
確
認
で
き
る
。

10

11

12

13

14

15

下
田
は
地
震
の
翌
日
二
十
九
日
の
日
記
に
地
震
の
事
を
記
し
、
知
人
へ
書

状
を
送
っ
て
い
る
。
震
災
当
時
の
岐
阜
県
知
事
は
小
崎
利
準
で
、
娘
は
華
族

女
学
校
の
教
え
子
で
あ
る
。
ま
た
、
福
井
県
知
事
は
牧
野
伸
顕
で
あ
っ
た
。

被
災
地
に
は
多
く
の
知
人
が
い
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
日
記
に
見
ら
れ
る
地
震
に
関
連
す
る
記
述
の
原
文
を
抜
粋
し
、
翻

字
を
付
す
。

凡 

例
一 

旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
表
記
し
た
。

一 

句
読
点
は
で
き
る
限
り
原
文
通
り
表
記
し
た
。

一 

翻
字
は
山
口
典
子
氏
に
よ
る
翻
字
原
稿
を
参
照
し
、
筆
者
が
作
成
し
た
。

同（
十
月
：
筆
者
注
）廿
九
日 

木
曜 

晴

午
前
八
時
参
校 

午
後
三
時
半
退
出
、
本
日
に
て
、

体
格
試
験
終
る
。
昨
日
の
地
震
に
て
、
美
濃
尾

張
大
変
の
よ
し
、
即
ち
し
る
べ
の
人
へ
、
書
状
だ
す
。
仏

図 1	 本文第四十七丁裏
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同（
十
一
月
以
下
同
じ
：
筆
者
注
）八
日 

日
曜 

晴

赤
十
字
社
へ
、
秋
月
氏
の
み
ま
ひ
に
ゆ
く
に
、
既
に
退

院
せ
り
。
仏
語
け
い
こ
に
ゆ
く
。
塾
に
て
、
岐
阜
震

災
地
へ
義
捐
す
べ
き
は
う
た
い
を
、
一
同
に
て
作
る
。

同
九
日 

月
曜 

曇

午
前
八
時
半
参
校
、
午
後
四
時
前
退
出
、
雛
田

千
佳
良
氏
、
安
田
氏 

田
島
秀
子

 

来
訪
、

夜
繃
帯
を
つ
く
る
。
生
沼
里
子 

同
十
二
日 

木
曜 

雨

午
前
八
時
高
崎
殿
を
訪
ら
ひ
て
、
参
校
す
。
午
後

退
出
、
仏
語
け
い
こ
に
ゆ
く
。
夜
、
塾
生
と
、
震
災
慈
善
会
へ
ゆ
く

同
十
四
日 

土
曜 

快
晴

午
前
八
時
半
参
校 

午
後
二
時
半
退
出
、
秋
月
氏
、
佐
野

氏
へ
喪
中
み
ま
ひ
に
ゆ
く
。
今
晩
も
、
塾
に
て
繃
帯
を

つ
く
る
。
前
後
四
夜
な
り
。

十
一
月
十
二
日
の
震
災
慈
善
会
は
、
鹿
鳴
館
で
開
か
れ
た
東
京
慈
恵
医
院

婦
人
慈
善
会
の
こ
と
で
あ
る
。

婦
人
慈
善
会
は
「「
当
初
大
山
、
伊
藤
、
井
上
の
三
令
婦
人
及
山
川
、
北

島
、
津
田
の
三
令
嬢
の
発
起
に
出
て
有
志
共
立
東
京
病
院
の
婦
嬰
患
者

療
葯
の
資
を
寄
贈
せ
ん
と
す
る
を
以
て
目
的
と
せ
り
」
と
伝
え
ら
れ
」、

一
八
八
六
年
皇
后
が
総
裁
と
な
っ
た
。
翌
年
、
有
志
共
立
東
京
病
院
は
東
京

慈
恵
医
院
に
改
称
さ
れ
た
。

こ
の
慈
善
会
で
の
皇
后
の
行
啓
で
、「
乃
ち
会
場
に
臨
御
し
て
各
種
陳
列

品
を
御
覧
の
上
、
総
額
金
千
二
百
円
の
諸
品
を
御
買
上
あ
り
、
正
午
還
御
し

た
ま
ふ
。
尚
同
慈
善
会
収
益
金
は
例
年
同
院
施
療
費
の
補
助
に
充
当
せ
ら
れ

し
が
、
今
回
は
皇
后
特
に
御
沙
汰
を
下
し
て
之
を
愛
知
・
岐
阜
両
県
下
震
災

罹
災
民
救
助
の
費
に
充
て
し
め
た
ま
ひ
、
且
つ
金
千
円
を
同
会
に
賜
ひ
て
同

救
助
費
に
加
へ
し
め
ら
る
。」
と
被
災
地
の
救
助
の
た
め
に
収
益
を
充
て
る

よ
う
要
請
し
た
。

16
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図 3	 本文第四十九丁裏

図 4	 本文第五十丁表

図 2	 本文第四十九丁表
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天
皇
、
皇
后
は
こ
の
震
災
に
心
を
痛
め
、
被
害
の
実
態
報
告
を
被
災
県
知

事
に
直
接
報
告
さ
せ
、
た
び
た
び
義
捐
金
を
下
賜
し
て
い
る
。

ま
た
、「
華
族
女
学
校
、
東
京
女
学
館
、
東
京
府
高
等
女
学
校
、
明
治
女

学
校
、
同
志
社
男
女
学
校
な
ど
か
ら
も
義
捐
が
相
次
い
だ
」
と
の
こ
と
が
、

特
に
明
治
女
学
校
の
震
災
救
援
に
つ
い
て
は
、『
明
治
女
学
校
の
研
究
』
に

よ
れ
ば
、
同
校
教
頭
職
に
あ
っ
た
巌
本
善
治
の
「
濃
尾
震
災
救
援
の
執
拗
な

関
心
に
は
、
大
須
賀（
石
井
）亮
一
の
行
動
に
対
す
る
関
心
と
協
力
」と
い
う

点
が
大
き
か
っ
た
。

大
須
賀（
の
ち
に
石
井
）亮
一
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
、
こ
の
震
災
に
よ
っ

て
多
く
の
孤
児
が
路
頭
に
迷
い
、
特
に
少
女
が
悲
惨
な
境
遇
と
な
っ
て
い
る

の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
孤
女
た
ち
を
収
容
す
る
孤
女
学
院
を
作
っ
た
。

そ
の
中
に
知
的
障
害
を
も
つ
少
女
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
知
的
障
害

児
者
の
福
祉
・
教
育
の
た
め
の
施
設
を
作
る
必
要
性
を
痛
感
し
、
渡
米
し
て

学
び
、
帰
国
後
、
華
族
女
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
小
鹿
島
筆
子
（
の
ち

に
石
井
）
と
と
も
に
知
的
障
害
児
者
の
教
育
・
福
祉
施
設
の
草
分
け
で
あ
る

滝
乃
川
学
園
を
設
立
運
営
し
、
福
祉
・
教
育
に
生
涯
を
捧
げ
た
人
物
で
あ
る
。

巌
本
が
主
宰
し
た
「
女
学
雑
誌
」
に
お
け
る
濃
尾
震
災
関
連
記
事
は
大
変

多
く
、
救
援
活
動
に
つ
い
て
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

華
族
女
学
校
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
此
ノ
日
（
十
一
月
十
三
日
開
校
紀
念

式
：
筆
者
注
）
例
ニ
依
テ
生
徒
ヘ
茶
菓
ヲ
給
ス
偶
愛
知
岐
阜
縣
下
震
災
ノ
惨

状
ヲ
見
聞
セ
ル
ヲ
以
テ
各
自
之
ヲ
其
罹
災
者
ニ
贈
ラ
ン
ト
シ
手
續
ヲ
校
長
ニ

請
フ
校
長
其
特
志
ヲ
聽
許
シ
即
時
之
ヲ
愛
岐
両
縣
ノ
知
事
ニ
協
議
シ
其
配
與

ヲ
依
頼
セ
リ
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
茶
菓
は
「
麪
麭
約
五
百
斤
」
と
あ
る
が
、

18
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ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
生
徒
た
ち
の
希
望
で
、
第
六
週

開
校
紀
念
式
で
配
ら
れ
た
こ
の
麪
麭
を
震
災
地
の
罹
災
し
た
児
童
へ
送
っ
た

と
い
う
。

日
記
か
ら
は
、
自
宅
で
塾
生
と
と
も
に
下
田
自
ら
も
繃
帯
を
作
っ
て
い
た

様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
繃
帯
作
り
は
、
明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
六

日
付 

読
売
新
聞
で
も
報
じ
て
い
る
。（
記
事
の
フ
リ
ガ
ナ
は
省
略
し
た
）。

深
窓
亦
災
民
の
苦
を
憐
れ
む 

 

麹
町
區
永
田
町
一
丁
目

の
華
族
女
學
校
學
監
下
田
歌
子
氏
の
私
塾
生
三
條
、
松
方
、
土

方
、
三
島
、
岩
村
、
野
村
、
西
郷
の
令
嬢
等
及
び
舊
塾
生
七
十
餘

名
申
合
せ
て
震
災
地
の
患
者
を
救
は
ん
と
て
繃
帯
数
百
巻
を

製
し
て
此
程
上
京
の
縣
知
事
に
托
し
て
寄
送
し
た
り
と 

記
事
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
塾
生
の
み
な
ら
ず
、
も
と
の
塾
生
で
あ
っ
た

教
え
子
た
ち
も
協
力
し
て
繃
帯
作
り
を
行
い
、
そ
の
数
は
数
百
本
に
も
及

ん
だ
。

同
年
五
月
十
一
日
に
発
生
し
た
大
津
事
件
に
お
い
て
も
、
西
村
茂
樹
華
族

女
学
校
長
が
慰
問
に
出
立
す
る
に
あ
た
り
、
華
族
女
学
校
生
徒
の
制
作
品
を

ひ
ざ
掛
け
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
整
え
、
そ
の
出
来
栄
え
が
新
聞
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
ほ
ど
の
も
の
を
用
意
す
る
な
ど
、
対
応
の
早
さ
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
る
。

多
忙
な
日
課
の
合
間
を
縫
っ
て
、
率
先
し
て
被
災
者
支
援
を
行
お
う
と
す

る
姿
は
、
そ
の
後
の
関
東
大
震
災
に
お
い
て
、
愛
国
婦
人
会
会
長
と
し
て
、

22

23
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ま
た
、
実
践
女
学
校
長
と
し
て
救
援
活
動
を
指
揮
し
た
実
績
が
、
下
田
の
判

断
力
と
行
動
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
証
拠
と
い
え
よ
う
。

3
．
仏
語（
フ
ラ
ン
ス
語
）の
学
習
に
つ
い
て

明
治
二
十
一
年
十
一
月
六
日
の
記
述
以
降
、
下
田
お
よ
び
堀
江
よ
し
子
が

仏
語
の
教
授
を
継
続
し
て
受
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
日

記
に
は
た
び
た
び
「
仏
語
稽
古
（
け
い
こ
）」
の
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
明
治

二
十
四
年
の
前
半
に
は
十
回
に
満
た
な
い
の
に
比
し
て
、
七
月
以
降
は
七
十

回
を
超
え
る
。
堀
江
よ
し
子
も
常
に
一
緒
で
あ
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、

堀
江
の
病
気
を
理
由
に
「
仏
語
け
い
こ
を
廃
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
お
そ
ら
く
共
に
学
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
教
え
て
い
る
人
物
も
明
治
二
十
一
年
の
記
述
に
あ
る
サ
ラ
ザ
ン
だ
け
で

は
な
く
、
鈴
木
、
前
田
と
複
数
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
が
公

用
語
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
習
得
に
努
力
し
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
下
田
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
集
中
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
学

ん
で
い
た
こ
と
に
は
、
明
確
な
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ

れ
る
。
下
田
は
明
治
二
十
六
年
九
月
に
、
堀
江
義
子
（
渡
航
の
際
の
旅
券
の

記
載
）
と
と
も
に
女
子
教
育
視
察
の
た
め
に
渡
欧
す
る
が
、
堀
江
は
フ
ラ
ン

ス
で
学
び
、
下
田
は
イ
ギ
リ
ス
を
拠
点
と
し
た
。
下
田
が
英
語
習
得
に
苦
労

し
た
こ
と
は
、
欧
米
滞
在
中
の
所
感
を
綴
っ
た
「
外
の
濱
づ
と
」
な
ど
か
ら

う
か
が
え
る
。
渡
欧
前
の
時
点
で
、
英
語
習
得
の
機
会
は
得
ら
れ
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

24

現
在
確
認
で
き
る
自
筆
日
記
は
明
治
二
十
一
年
十
月
か
ら
同
二
十
四
年

十
二
月
で
あ
り
、
渡
欧
ま
で
の
詳
細
な
事
情
を
知
り
得
な
い
が
、
今
後
解
明

し
て
い
き
た
い
点
で
あ
る
。

お
わ
り
に

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
濃
尾
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
震
災
予
防

へ
の
関
心
と
研
究
が
進
ん
だ
。
写
真
技
術
の
発
達
も
あ
り
、
震
災
の
記
録
や

デ
ー
タ
も
残
さ
れ
、
そ
の
後
の
地
震
研
究
、
災
害
対
策
に
も
貴
重
な
資
料
と

な
っ
て
い
る
。
天
皇
・
皇
后
に
よ
る
災
害
救
援
の
た
め
の
下
賜
に
加
え
、
民

間
に
お
い
て
も
救
援
・
救
護
活
動
の
ほ
か
、
前
述
の
大
須
賀
亮
一
の
孤
女
学

院
の
よ
う
に
震
災
孤
児
を
収
容
す
る
福
祉
施
設
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
、
社
会
福
祉
活
動
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

震
災
直
後
の
下
田
の
繃
帯
作
り
も
、
慈
善
会
へ
の
寄
付
も
、
震
災
救
援
と

い
う
社
会
福
祉
活
動
に
お
い
て
、
ま
ず
自
ら
率
先
し
て
で
き
る
こ
と
を
行
っ

て
い
く
態
度
を
教
え
子
た
ち
に
身
を
以
て
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
関
東
大

震
災
で
の
目
覚
ま
し
い
救
援
活
躍
も
、
こ
う
し
た
下
田
の
行
動
力
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
竹
添
須
磨
子
、
三
島
園
子
へ
の
親
身
な
対
応
か
ら
は
、
後
年
下
田

が
、
教
え
子
た
ち
は
自
分
の
教
え
の
娘
で
あ
る
と
語
っ
た
、
そ
の
親
心
と
も

い
え
る
温
か
い
心
根
を
感
じ
さ
せ
る
。

下
田
の
膝
下
で
学
ん
だ
生
徒
た
ち
が
、
終
生
下
田
を
敬
慕
し
続
け
た
理
由

の
一
端
を
、
こ
こ
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。
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現
在
確
認
で
き
る
下
田
の
自
筆
日
記
は
三
年
三
か
月
ほ
ど
で
、
そ
の

八
十
二
年
の
生
涯
に
お
い
て
は
僅
か
な
期
間
で
あ
る
。
平
成
二
十
六
年
度
か

ら
開
始
し
た
調
査
に
お
い
て
は
、
そ
れ
さ
え
も
、
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
に

は
程
遠
く
、
微
か
な
足
跡
を
た
ど
る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
関
係

諸
氏
並
び
に
関
係
機
関
よ
り
多
大
な
る
ご
教
示
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
下
田
の
一
面
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
今
後
も
調
査
の
過

程
で
追
う
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
交
友
関
係
や
出
来
事
も
含
め
、
下
田
の
人

物
像
の
一
端
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
調
査
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。

注1	

正
式
名
称
は
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
図
書
館

2	

拙
稿
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵 

下
田
歌
子
自
筆
日
記
に
つ
い
て
（
四
） 

明

治
二
十
四
年
前
半
の
概
要
」 

下
田
歌
子
研
究
所
年
報
『
女
性
と
文
化
』
第
四

号 

二
〇
一
八
年 

3	

同
注
2

4	

『
嘉
納
治
五
郎
』
嘉
納
先
生
伝
記
編
纂
会
編 

講
道
館 

一
九
六
四
年 
一
六

–
一
七
頁

5	

「
卒
業
修
了
及
修
業
者
竝
入
園
者
名
簿
」『
女
子
學
習
院
五
十
年
史
』
女
子
學
習

院 

一
九
三
五
年 

八
十
頁 

明
治
二
十
五
年
七
月
卒
業
の
項
に「
竹
添
須
磨
」

と
あ
る
。

6	

黒
木
勇
吉
編
著『
秋
月
左
都
夫 

そ
の
生
涯
と
文
藻
』講
談
社 

一
九
七
二
年

7	

『
菊
人
形
今
昔 

団
子
坂
に
花
開
い
た
秋
の
風
物
詩
』
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史

館 

文
京
区
教
育
委
員
会 

二
〇
〇
二
年

8	

『
明
治
三
十
九
年
四
月
改 

電
話
番
号
簿
』
東
京
郵
便
局 

一
九
〇
六
年
、『
東

京
職
業
別
電
話
名
簿 

大
正
六
年
用
』弘
益
社 

一
九
一
七
年

9	

官
報 

明
治
二
十
四
年
十
二
月
九
日

10	

官
報 

明
治
二
十
四
年
十
二
月
十
四
日

11	

『
明
治
天
皇
紀
』第
七 

宮
内
庁 

吉
川
弘
文
館 

一
九
七
二
年

12	

拙
稿
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵 

下
田
歌
子
自
筆
日
記
に
つ
い
て
（
二
） 

明

治
二
十
二
年
の
概
要
」
下
田
歌
子
研
究
所
年
報
『
女
性
と
文
化
』
第
二
号

二
〇
一
六
年 

一
〇
八
頁
地
図
参
照

13	

佐
藤
元
英
監
修
・
解
説
『
閑
院
宮
載
仁
親
王
・
閑
院
宮
春
仁
王
』
上 

皇
族
軍

人
伝
記
集
成 

第
九
巻 

ゆ
ま
に
書
房 

二
〇
一
二
年 

五
〇
頁

14	

村
松
郁
栄
『
濃
尾
震
災

―
明
治
二
十
四
年
内
陸
最
大
の
地
震
』
シ
リ
ー
ズ
日

本
の
歴
史
災
害 

第
三
巻 

古
今
書
院 

二
〇
〇
六
年 

二
四
頁
の
被
害
統
計

一
覧
表
よ
り
筆
者
が
概
算
し
た

15	

『
東
京
市
史
稿 

變
災
篇
』第
一 

東
京
市
役
所 

一
九
一
四
年

16	

井
桁
碧
編
著『「
日
本
」国
家
と
女
』青
弓
社 

二
〇
〇
〇
年 

六
四
︱

六
五
頁

17	

『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』上
巻 

宮
内
庁 

二
〇
一
四
年 

五
八
〇
頁

18	

同
注
16 

七
八
頁

19	

青
山
な
を『
明
治
女
学
校
の
研
究
』慶
応
通
信 

一
九
七
〇
年 

六
二
九
頁

20	

同
注
19 

六
二
九
–
六
三
〇
頁

21	

『
華
族
女
学
校
第
七
年
報 

自
明
治
二
十
四
年
九
月 

至
明
治
二
十
五
年
八

月
』 

華
族
女
学
校

22	

同
注
5 

年
表

23	

同
注
2

24	

拙
稿
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵 

下
田
歌
子
自
筆
日
記
に
つ
い
て
（
一
） 

書

誌
お
よ
び
明
治
二
十
一
年
の
概
要
」 

下
田
歌
子
研
究
所
年
報
『
女
性
と
文
化
』

第
一
号 

二
〇
一
五
年

（
あ
い
こ
う
・
は
る
み
／
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所 

客
員
研
究
員
）
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Report of Investigation

Findings from Utako Shimoda’s Handwritten Diaries Property of 

the Jissen Women’s University Library (5)

— Summary of Material late in 1891 —

AIKO Harumi

This is the fifth part of the survey about Utako Shimoda’s Handwritten Diary. This report introduces 

diaries from the latter part of 1891 (Material of Utako Shimoda No. 33), written from July to December.

It makes a survey of Shimoda’s movements from the diaries and explains about some important events.

The style of the document is the same as the diaries written in 1888 to June of 1891 investigated in 

previous reports. The record ends on 18th December because she was busy.

From July of 1891, Shimoda recorded works in the school and daily communications such as 

consultation with two of her students about marriage.

As a remarkable event, a huge earthquake occurred on 28th October, the so-called Nobi Great 

Earthquake, whose seismic center was in Nishineo-mura, Motosu-gun, Gifu. It was the largest scale of 

inland earthquake in Japanese history and caused severe damage.

Hearing the news of the earthquake, Shimoda made bandages with her students and went to a charity 

meeting for the earthquake held in Rokumei-kan. Investigation of Shimoda’s diaries and other materials 

reveals relief operations made by Shimoda and people in the Peer Women’s School .




